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LIBORからの移行対応について 

○ ドル以外の LIBORは 2021年 12月末に公表停止し、残るドル LIBORにつ

いても、いよいよ 2023 年６月末に公表停止が予定されている。これまで

のモニタリングを通じ、ドル LIBORの移行対応に特段大きな問題は見受け

られないが、公表停止が目前に迫る中、移行対応が完了していない契約が

残存する金融機関においては、遺漏なき対応をお願いしたい。 

○ また、ドル LIBORについては、７月以降、市場データを用いて算出する

擬似的な LIBOR であるシンセティックドル LIBOR の公表が予定されてい

るが、その利用に当たっては、顧客説明も含め計画的に対応いただきたい。 

○ 金融庁は引き続き日本銀行と連携し、７月以降も残存するドル LIBOR参

照契約や、シンセティックドル LIBORを利用する契約については、移行対

応のモニタリングを継続し、その状況に応じた対応の徹底を求めていく。 

 


